
             

 

                                彩 香    

自由に手や足を伸ばしてみても 

あやつり人形はあやつり人形 

心まであやつられて 

糸を切って自分で 

歩きたい 

笑い声が聞こえる 

いつも 

舞台裏に悪魔がひそんでいる 

そして 

いつの間にかあやつり人形が 

踊り出す 

倒れてもはいあがって 

踊り出す 

 

 

 



            

 

                                  彩 香 

今夜も月の光を浴びて 

陶酔の世界に入っていく 

男の臭いを丸ごと吸いこんでも 

心までは飲み込めない 

月光で映し出される女の裸体の 

隅々まで 

男の視線が突きささる 

幾重にも重なり合いながら 

深く淵に落ちて行く 

 

 

 

 

 

 

 



              

                              彩 香 

涙を地球儀にこぼし 

川をつくり 

湖をつくり 

海をつくる 

果てしない宇宙に向かって 

鳥になり 

魚になり 

地球儀をかけめぐる 

回れ 

回れ地球儀よ 

どこまで行っても終わりのない 

世界がある 

 


